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カ 24：48 以下およびその継続である使 1：4 にある。これが使徒言行録のペンテコス
テ物語（使 2：1-13）の前触れとなる。つまり、ペンテコステがエルサレムに留まっ
た弟子（使徒）たちに対する復活者の霊における顕現だという理解である（3）。
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2.2.変容（変貌）の物語























































カ 1：5 ＝マタイ 2：1：16）、すなわち前 40-4 年ごろ、という物語の時代設定が目に
つく。ヘロデ王はユダヤからサマリヤ、ガリラヤを含む全広域ユダヤの支配者である
が、ルカの次の句「アビヤ組の祭司ザカリヤ」になると、原始教会初期のユダヤ地方





























































































　BHH によると、ダビデ王の故郷として知られるベツレヘム（サム上 16：18，20 そ














エスの両親ヨセフとマリヤの居住地（マタ 2：23、マコ 1：9、ルカ 1：26 以下）、ま
たイエスの故郷（ルカ 4：24、マコ 1：9）とされている。しかし BHH によれば、こ
の地は旧約聖書にも、ヨセフスにもタルムードにも記載されていない一寒村にすぎな
（7）橋本滋男『マタイによる福音書』、前掲『新共同訳、新約聖書注解　Ｉ』38 頁。






ザレのイエス」（マコ 1：24、10：47、14：67，16：6、マタ 2：23b、ルカ 4：34、
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　このような順序の誓願の清めをしてナジル人となった代表的な例として、旧約では
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たのである。
　そこで本稿の展開に際しては、地理・歴史的な視点の発展として、キリスト論を中
心とした神学的な視点をもって共観福音書以外の文書を検討してみたい。この点で、
ヨハネ福音書および三つのヨハネの手紙を合わせたヨハネ文書と、ヘブル人への手紙
がとくにわれわれの関心を惹く。筆者はかつて自著において、ヨハネ福音書の編集
史は、二人の編集者による「二重の編集」として展開したと想定したことがある（9）。
この問題を、キリスト論を軸としてさらに展開してみたい。しかもこのわれわれの未
熟な仮説に類するものを、浅学な筆者は東西の学界に未だ先例を見ないので、ますま
す探求の意欲を掻き立てられるのである。
　また「ヘブル人への手紙」は、一世紀後半のキリスト教会において独特なキリスト
論を展開しているように思われる。その該博な旧約聖書の学識と、自由闊達で正鵠な
福音の理解を兼ね備えた著者は、パウロ以後の神学者としては傑出した神学論を展開
していると思う。われわれの探求の食指を刺激して止まないのである (10)。
（9）小林信雄『主の晩餐―その起源と展開』、日本基督教団出版局、1999 年、205-221 頁。
(10) なお、本稿の表題に揚げた「地理・歴史的視点」という術語は筆者の造語であるが、その意味は自ら
明瞭であると考える。これと同じ術語、あるいは視点を用いた研究がすでに存在するか否かは、浅学
の筆者には分からないので、識者のご教示を仰ぎたい。
